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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元的に走査される光によって二次元像を形成し、当該二次元像から所定の配光パタ
ーンを形成する車両用灯具において、
　駆動回路により連続駆動されてレーザー光を出力するレーザー光源と、
　前記レーザー光源からの前記レーザー光を反射する偏向反射面を備え、互いに交差する
２つの軸まわりに回動することにより前記レーザー光を二次元的に走査するレーザー光走
査部と、
　前記レーザー光走査部により走査された前記レーザー光が入射され、当該レーザー光を
励起光として蛍光光を発する蛍光体と、
　前記レーザー光源から前記レーザー光走査部へと至る前記レーザー光の光路上に配置さ
れており、前記レーザー光が前記レーザー光走査部へと入射する入射状態と、前記レーザ
ー光が前記レーザー光走査部へと入射しない非入射状態とを切り替えるレーザー光切替部
と、
　前記配光パターンに対応する二次元像に基づいて、前記レーザー光切替部を制御する制
御部と、
を有することを特徴とする車両用灯具。
【請求項２】
　前記レーザー光切替部は、前記レーザー光源からの前記レーザー光を反射する偏向反射
面を備え、１軸まわりに回動することにより前記入射状態と前記非入射状態とを切り替え
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ることを特徴とする請求項１に記載された車両用灯具。
【請求項３】
　前記レーザー光切替部が前記非入射状態に設定された状態において、前記レーザー光切
替部により反射された前記レーザー光が入射される遮光板をさらに有することを特徴とす
る請求項２に記載された車両用灯具。
【請求項４】
　前記レーザー光走査部及び前記レーザー光切替部は、ＭＥＭＳミラー又はガルバノミラ
ーからなることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載された車両用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用灯具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両用灯具においては、二次元的に走査される光によって二次元像を形成し、この二次
元像から所定の配光パターンを形成することが行われている。この類の車両用灯具におい
ては、配光性能や意匠性といった観点から、配光パターンに対応する様々な二次元像を描
画することが求められている。例えば、前照灯であれば、可変配光(ＡＤＢ：adaptive dr
iving beam)に対応する二次元像の描画が挙げられ、ターンシグナルであればシーケンシ
ャルな配光に対応する二次元像の描画が挙げられる。
【０００３】
　二次元像を描画する場合、アクチュエータで回動する反射ミラーに光源からの光を照射
しつつ、当該反射ミラーを二次元的に回動させる。これにより、反射ミラーからの反射光
が二次元的に走査され、所望の配光パターンに対応する二次元像が描画される。二次元的
な走査には、ラスタースキャン方式又はベクタースキャン方式などがある。
【０００４】
　なお、例えば特許文献１には、レーザー光源と、第１灯具ユニットと、第２灯具ユニッ
トと、光路切替手段とを備える車両用灯具ユニットが開示されている。この車両用灯具ユ
ニットにおいて、第１灯具ユニットは、レーザー光を受けてその少なくとも一部を異なる
波長の光に変換する第１波長変換部材と、第１波長変換部材からの光を前方に照射して第
１配光パターンを形成するように構成された第１光学系と、を含む。また、第２灯具ユニ
ットは、レーザー光の少なくとも一部を異なる波長の光に変換する第２波長変換部材と、
第２波長変換部材からの光を前方に照射して第２配光パターンを形成するように構成され
た第２光学系と、を含む。そして、光路切替手段は、レーザー光源からのレーザー光の光
路を、第１波長変換部材を照射する第１光路又は第２波長変換部材を照射する第２光路の
いずれかに切り替える。
【０００５】
　また、例えば特許文献２には、レーザー光源と、反射部と、再反射部とを備える車両用
前照灯が開示されている。この車両用前照灯において、反射部は、レーザー光源からのレ
ーザー光を受けつつ、所定周波数で揺動して、レーザー光源からのレーザー光を前照灯の
前方へ向けて反射する。一方、再反射部は、反射部の前方に配設されており、反射部から
出射したレーザー光のうち再反射部の前端から後端までの範囲に進行したレーザー光が再
反射部により反射されて向きを変更されてから、前照灯から出射する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１６－８５７９５号公報
【特許文献２】特許第５８８７０３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　ところで、このような車両用灯具においては、発光ダイオード（ＬＥＤ）に替えてレー
ザー光源を用いることが試みられている。二次元像を描画する場合、二次元走査範囲（レ
ーザー光の二次元的な走査範囲）内には、配光パターンに応じた照射部分と非照射部分と
が存在するため、レーザー光源を用いる場合には、レーザー光源についてパルス駆動を行
うことが必須とされている。しかしながら、パルス駆動を行う場合には、二次元像に応じ
てレーザー光源をオンオフ制御する必要があるため、レーザー光源を駆動する駆動回路に
大きな負担が発生するという問題がある。
【０００８】
　本発明は係る事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、駆動回路の負担を軽減し
つつ、所望とする二次元像の描画が可能な車両用灯具を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　かかる課題を解決するために、本発明は、二次元的に走査される光によって二次元像を
形成し、当該二次元像から所定の配光パターンを形成する車両用灯具を提供する。この車
両用灯具は、駆動回路により連続駆動されてレーザー光を出力するレーザー光源と、レー
ザー光源からのレーザー光を反射する偏向反射面を備え、互いに交差する２つの軸まわり
に回動することによりレーザー光を二次元的に走査するレーザー光走査部と、レーザー光
走査部により走査されたレーザー光が入射され、当該レーザー光を励起光として蛍光光を
発する蛍光体と、レーザー光源からレーザー光走査部へと至るレーザー光の光路上に配置
されており、レーザー光がレーザー光走査部へと入射する入射状態と、レーザー光がレー
ザー光走査部へと入射しない非入射状態とを切り替えるレーザー光切替部と、配光パター
ンに対応する二次元像に基づいて、レーザー光切替部を制御する制御部と、を有する。
【００１０】
　ここで、本発明において、レーザー光切替部は、レーザー光源からのレーザー光を反射
する偏向反射面を備え、１軸まわりに回動することにより入射状態と非入射状態とを切り
替えることが好ましい。
【００１１】
　また、本発明において、レーザー光切替部が非入射状態に設定された状態において、レ
ーザー光切替部により反射されたレーザー光が入射される遮光板をさらに有することが好
ましい。
【００１２】
　また、本発明において、レーザー光走査部及びレーザー光切替部は、ＭＥＭＳミラー又
はガルバノミラーからなることが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る車両用灯具によれば、駆動回路の負担を軽減しつつ、所望とする二次元像
を適切に描画することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態に係る車両用灯具の構成を模式的に示す説明図
【図２】本実施形態に係る車両用灯具の動作を説明する説明図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本実施形態に係る車両用灯具１０について説明する。ここで、図１は、本実施形
態に係る車両用灯具１０の構成を模式的に示す説明図である。この車両用灯具１０は、例
えば、車両前方の左右に搭載される可変配光型前照灯などに適用することができる。
【００１６】
　車両用灯具１０は、レーザー光源２０と、レーザー光切替部３０と、レーザー光走査部
４０と、蛍光体５０と、遮光板６０と、制御部７０とを主体に構成されている。なお、車
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両用灯具１０は、灯室をなすハウジングやアウターレンズなどを備えるものであるが、説
明の便宜上、省略されている。
【００１７】
　レーザー光源２０は、レーザーダイオード等の半導体レーザー素子であり、レーザー光
（例えば、ピーク波長約４６０ｎｍの青色域のレーザー光）を出力する。レーザー光源２
０には、駆動回路２１が接続されており、レーザー光源２０は、駆動回路２１から駆動電
流が供給されることで発振する。レーザー光源２０は駆動回路２１により連続駆動（ＣＷ
駆動）されることで連続波発振し、一定強度の連続する光（直流光）を出力する。駆動回
路２１は制御部７０により制御される。
【００１８】
　レーザー光切替部３０は、レーザー光源２０からレーザー光走査部４０へと至るレーザ
ー光の光路上に配置される。このレーザー光切替部３０は、レーザー光源２０からのレー
ザー光を反射する偏向反射面Ｒａを備え、１軸まわりに回動する。具体的には、レーザー
光切替部３０は、偏向反射面Ｒａとなるミラー３１と、このミラー３１を紙面面直方向に
延在する第１回転軸Ｘ１まわりに回動させるアクチュエータ（図示せず）とで構成されて
いる。レーザー光切替部３０は、ＭＥＭＳミラーやガルバノミラーなどを用いることがで
きる。
【００１９】
　レーザー光切替部３０は、アクチュエータによりミラー３１を回動させることにより、
レーザー光がレーザー光走査部４０へと入射する入射状態と、レーザー光がレーザー光走
査部４０へと入射しない非入射状態とを切り替えることができる。レーザー光切替部３０
の状態は、制御部７０によるアクチュエータの制御を通じて切り替えることができる。
【００２０】
　レーザー光走査部４０は、レーザー光源２０からのレーザー光の光路上、具体的には、
入射状態にあるレーザー光切替部３０により反射されたレーザー光の光軸上に配置される
。レーザー光走査部４０は、レーザー光源２０からのレーザー光を反射する偏向反射面Ｒ
ｂを備え、互いに交差する２つの軸まわりに回動することによりレーザー光を二次元的に
走査する。具体的には、レーザー光走査部４０は、偏向反射面Ｒｂとなるミラー４１と、
このミラー４１を紙面面直方向に延在する第２回転軸Ｘ２及び紙面面内方向に延在する第
３回転軸Ｘ３まわりにそれぞれ回動させるアクチュエータ（図示せず）とで構成されてい
る。ここで、第２回転軸Ｘ２は、レーザー光切替部３０の第１回転軸Ｘ１と平行する関係
にあり、また、第３回転軸Ｘ３に対して交差（本実施形態では直交）する関係にある。レ
ーザー光走査部４０は、ＭＥＭＳミラーやガルバノミラーなどを用いることができる。
【００２１】
　レーザー光切替部３０は、アクチュエータによりミラー３１を回動させることにより、
レーザー光を二次元的に走査する。レーザー光切替部３０によるレーザー光の二次元的な
走査は、制御部７０によるアクチュエータの制御を通じて行うことができる。
【００２２】
　蛍光体５０は、レーザー光を受けて当該レーザー光の少なくとも一部を異なる波長の光
に変換する波長変換部材である。この蛍光体５０は、透光性を有する材料、たとえばエポ
キシ樹脂などを用いて形成されており、その材料中には蛍光材料が分散されている。この
蛍光体５０は、例えばピーク波長約４６０ｎｍの青色光を励起光として、ピーク波長約５
６０ｎｍの黄色光（蛍光光）を発する。この蛍光体５０の入射面５０ａにレーザー光が入
射されると、当該レーザー光が蛍光体５０の蛍光材料に吸収され、波長変換された黄色光
と蛍光材料に吸収されなかった青色光とが蛍光体５０の出射面５０ｂから出射される。こ
のため、出射面５０ｂから前方に照射される光は、白色光として視認される。
【００２３】
　遮光板６０は、レーザー光源２０からのレーザー光の光路上、具体的には、非入射状態
にあるレーザー光切替部３０により反射されたレーザー光の光軸上に配置される。遮光板
６０は、当該遮光板６０に入射されるレーザー光のエネルギーを吸収するものである。特
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に、遮光板６０は、入射されるレーザー光を拡散させず、また、レーザー光のエネルギー
を吸収しても変形を生じないものであることが好ましい。遮光板６０としては、例えばア
ルミニウム板に黒色アルマイト処理を施したものを用いることができる。
【００２４】
　制御部７０は、車両用灯具１０を制御するものであり、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／
Ｏインターフェースを主体に構成されたマイクロコンピュータを用いることができる。具
体的には、制御部７０は、駆動回路２１、レーザー光走査部４０及びレーザー光切替部３
０を制御する。
【００２５】
　以下、本実施形態に係る車両用灯具１０の動作について説明する。この車両用灯具１０
は、二次元的に走査されるレーザー光によって二次元像を形成し、当該二次元像から所定
の配光パターンを形成するものである。ここで、図２は、本実施形態に係る車両用灯具１
０の動作を説明する説明図である。
【００２６】
　まず、車両用灯具１０の点灯時、制御部７０は、駆動回路２１を制御して、レーザー光
源２０を連続駆動する。レーザー光源２０の連続駆動は、車両用灯具１０の点灯期間にわ
たり継続され、レーザー光源２０から一定強度の連続する光（直流光）が出力される。
【００２７】
　また、制御部７０は、車両用灯具１０の点灯期間にわたり、レーザー光走査部４０を制
御して、レーザー光を二次元的に走査する。走査方式がラスタースキャン方式であれば、
レーザー光は、主走査方向及び副走査方向に従って二次元的に走査される。
【００２８】
　制御部７０は、蛍光体５０から照射される配光パターンに対応する二次元像、すなわち
、蛍光体５０の入射面５０ａに描画する二次元像に応じてレーザー光切替部３０を制御す
る。具体的には、制御部７０は、レーザー光の走査位置が、二次元走査範囲（レーザー光
走査部４０により走査されるレーザー光の二次元的な走査範囲）のなかで二次元像に対応
する位置である場合には、すなわち、照射部分に該当する場合には、レーザー光切替部３
０を入射状態へと設定する（図２（ａ）参照）。
【００２９】
　この場合、レーザー光源２０から出射されたレーザー光は、レーザー光切替部３０で反
射された後、レーザー光走査部４０で反射される。レーザー光走査部４０で反射されたレ
ーザー光は、蛍光体５０の入射面５０ａに入射され、波長変換された黄色光と蛍光材料に
吸収されなかった青色光とが蛍光体５０の出射面５０ｂから出射される。出射面５０ｂか
ら出射される光は白色光として視認される。
【００３０】
　一方、制御部７０は、レーザー光の走査位置が、二次元走査範囲のなかで二次元像に対
応しない位置である場合には、すなわち、非照射部分に該当する場合には、レーザー光切
替部３０を非入射状態へと設定する（図２（ｂ）参照）。
【００３１】
　この場合、レーザー光源２０から出射されたレーザー光は、レーザー光切替部３０で反
射された後、レーザー光走査部４０に入射することなく、遮光板６０へと入射する。これ
により、レーザー光は、蛍光体５０へと入射されることなく、遮光板６０で吸収される。
このため、蛍光体５０の出射面５０ｂからは光が出射されない。
【００３２】
　このような一連の動作を通じて、蛍光体５０の入射面５０ａへのレーザー光の入射がオ
ンオフされることで、蛍光体５０の出射面５０ｂに白色光からなる二次元像が形成され、
その二次元像から所定の配光パターンが形成される。
【００３３】
　このように本実施形態に係る車両用灯具１０は、駆動回路２１により連続駆動されてレ
ーザー光を出力するレーザー光源２０と、レーザー光源２０からのレーザー光を反射する
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偏向反射面Ｒｂを備え、互いに交差する２つの軸まわりに回動することによりレーザー光
を二次元的に走査するレーザー光走査部４０と、レーザー光走査部４０により走査された
レーザー光が入射され、当該レーザー光を励起光として蛍光光を発する蛍光体５０と、レ
ーザー光源２０からレーザー光走査部４０へと至るレーザー光の光路上に配置されており
、レーザー光がレーザー光走査部４０へと入射する入射状態と、レーザー光がレーザー光
走査部４０へと入射しない非入射状態とを切り替えるレーザー光切替部３０と、配光パタ
ーンに対応する二次元像に基づいてレーザー光切替部３０を制御する制御部７０と、を有
している。
【００３４】
　この構成によれば、レーザー光源２０を連続駆動とすることで駆動回路２１の負担を軽
減することができる。そして、レーザー光切替部３０により入射状態と非入射状態とを切
り替えることにより、蛍光体５０の入射面５０ａへのレーザー光の入射がオンオフされる
こととなる。その結果、連続駆動されるレーザー光源２０を用いる場合であっても、二次
元像を適切に形成することができる。これにより、駆動回路２１の負担を軽減しつつ、所
望とする二次元像を適切に描画することができる。
【００３５】
　また、本実施形態において、レーザー光切替部３０は、レーザー光源２０からのレーザ
ー光を反射する偏向反射面Ｒａを備え、１軸まわりに回動することにより入射状態と非入
射状態とを切り替えている。
【００３６】
　この構成によれば、レーザー光源２０からのレーザー光の向きを変えることで、レーザ
ー光走査部４０に対するレーザー光の入射状態と非入射状態とを適切に切り替えることが
できる。
【００３７】
　また、本実施形態において、車両用灯具１０は、レーザー光切替部３０が非入射状態に
設定された状態において、レーザー光切替部３０により反射されたレーザー光が入射され
る遮光板６０をさらに有している。
【００３８】
　この構成によれば、レーザー光源２０からはレーザー光が連続的に出力されているが、
レーザー光切替部３０により向きを変えた際に、そのレーザー光を遮光板６０で吸収させ
ることができる。これにより、向きを変えられたレーザー光がノイズになるといった不都
合を解消することができる。
【００３９】
　また、本実施形態において、レーザー光走査部４０及びレーザー光切替部３０は、ＭＥ
ＭＳミラー又はガルバノミラーからなっている。
【００４０】
　この構成によれば、レーザー光走査部４０及びレーザー光切替部３０を小型に実現する
ことができる。これにより、車両用灯具１０の設計自由度を向上させることができる。
【００４１】
　なお、本実施形態では、車両用灯具１０として前照灯を例示したが、これ以外にも、リ
アコンビネーションランプや、ターンランプに利用してもよい。ただし、前照灯において
はその駆動に大電流が用いられることから、駆動回路に大きな負担が発生することとなる
。このため、連続駆動にてレーザー光源２０を駆動する本手法を適用することで、そのメ
リットを最も享受することができる。
【００４２】
　また、本実施形態では、レーザー光源２０からのレーザー光の向きを変えることで、レ
ーザー光走査部４０に対するレーザー光の入射状態と非入射状態とを適切に切り替えてい
る。しかしながら、レーザー光切替部３０は、入射状態と非入射状態とを切り替えること
ができればよく、レーザー光の向きを変える以外にも、自身でレーザー光を吸収したり、
レーザー光を透過させたりするといった種々の方法を採用してもよい。
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【００４３】
　以上、本発明の実施形態に係る車両用灯具について説明したが、本発明は上述した実施
形態に限定されることなく、その発明の範囲内において種々の変形が可能であることはい
うまでもない。
【符号の説明】
【００４４】
　　　１０　　　車両用灯具
　　　２０　　　レーザー光源
　　　２１　　　駆動回路
　　　３０　　　レーザー光切替部
　　　３１　　　ミラー
　　　Ｒａ　　　偏向反射面
　　　４０　　　レーザー光走査部
　　　４１　　　ミラー
　　　Ｒｂ　　　偏向反射面
　　　５０　　　蛍光体
　　　５０ａ　　入射面
　　　５０ｂ　　出射面
　　　６０　　　遮光板
　　　７０　　　制御部
　　　Ｘ１　　　第１回転軸
　　　Ｘ２　　　第２回転軸
　　　Ｘ３　　　第３回転軸

【図１】 【図２】
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